



















































































































教科にほれ込む。そしてそれをアピールする 。 そのことによって生徒から興味 • 関心を引
き出したり、維持したりというような話を具体例を交えてお話ししてくださいました。
最後に自分が明治で学んだことをいま教えている生徒たちに返してあげたい。そして「大
学ってこんなに楽しいんだよ」ということを、ただ進学実績、合格実績を上げるだけでは
なく、その後のことも生徒たちに伝えていきたいという話がありま した。
それを受けて、後半、質疑応答といいますか、 話し合いになったのですが、参加者を私
は確認できなかったのですが、 40人以上の参加者があって、半数近くは学生でしたでしょ
うか。若い方が多く、発言の最初に名前や学部名を言うのですが、「何々 学部 1年です」と
いうと「1年生か」と、年齢でいう と19か20、私の半分以下だと思って聞いていました。
いま自分がやっていること、あるいはついこの間まで中学 ・高校で学んできたことを交
えながら話してくださる学生さん、あるいは現職の先生方もいらっしゃいましたので、自
分の学校ではこうだとか、自分の経験ではこうだという話をしてくださいました。最後に
「学生の時にいつばい経験しなさい。いろいろなことをしなさい、その引き出しが教員に
なってからいろいろなところで思わぬ財産になる」と非常にいい意見を言ってくださった
先生がいらっしゃいました。いまここにいらっしゃいますでしょうか、そんなかたちで分
科会を終わることができました。以上で報告を終わります。（拍手）
司会 滝沢先生、ありがとうございました。続きまして第四分科会の報告をお願いしま
す。
第四分科会「‘ナナメの関係＇を活用したキャリア学習プログラム
「カタリ場」という授業のつくり方」より報告
大坪 第四分科会の報告をいた します、大坪です。私立富士見中高等学校に勤務してい
ます。そろそろ乾杯の時間も過ぎていますが、急いで報告をしたいと思います。第四分科
会はNPO法人カタリバの竹野優花先生にカタリバの意義や実践例などをお話しいただき
ました。
同名のテーマにあります「カタリ場という授業のつくり方」という同名の書籍も出され
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ていますし、マスコミなどでも取り上げられていますので、ご存じの方もいらっ しゃると
思うのですが、学生のボランティア、社会人のボランティア 4000人ほどを抱えていて、学
校に 100人単位で行って体育館などの広いところで車座になって、皆で語り合うというよ
うな取り組みをしているNPOです。
なぜそのようなことをしているのかということだったのですが、日本の場合には、学生 ・
生徒の自己肯定感が非常に低い。諸外国に比べても低い。自分の参加によって社会現象が
少し変えられるかもしれない、ということに対して 7割ぐらいはそう は思わないという生
徒たちをどうしたらいいのか。結局モチベーションを高めるためには、その個人の能力、
意識を社会とどうつなぐか。あるいは幅広い他者と意見を交換する機会、自己有用感を自
覚する機会、あるいは社会に目を向けるきっかけ、そういった場を与えたいということで
このカタリバというNPOを立ち上げたということです。
学生ボランティア、社会人のボランティアが高校生たちと話をして、いろいろな語りを
する中で、生徒たちは自分のこれからへの期待感を感じ、具体的な目標設定までさせると
いうことです。具体的な目標設定をすることで、また社会に対する関心や自分の客観的な
認識ができるようになってくる。そういう中で自己有用感も上がり、主体性も生まれてく
る。
ではなぜ学校の先生、友人ではなく 、学生ボランティアや社会人、そういう人たちがい
いのか。親や先生は縦の関係で利害関係がある。友人は横の関係でやはり出る杭は打たれ
るし、あまり突飛なこともできない。そういうときに基本的にあまり関係のないナナメの
関係の人が、そういうところに入ってきて、いろいろと分け隔てなく話せることが有用な
のではないかということです。
その大学生や社会人はパッと来て、何か適当なこ とをしゃべるのかというと 、そうでは
なく、そのために 2カ月ほどしつかりと準備をしていく 。特に学生ボランティアはしつか
りと 2カ月間準備をして生徒たちの人生の指針とは言いませんが、生徒たちに期待感、自
己肯定感を与えるための準備をしつかりしていく。それがまた大学生にも社会人に必要な
カ、社会に求められる人材力をつけていくきっかけにもなっているということです。
最後に、カタリバの存在はあくまでもきっかけづくりである。カタリバですべてができ
るわけではなく、やはりスイッチを入れる前後、学校をどう利用していくか。われわれ教
員の仕事が一番重要である。そう いったNPOが外から支えてくれる、 というかたちがこれ
からの教育では必要ではないかというお話がありました。
その後質疑応答等もあり、最後に生徒たちの自己有用感 ・肯定感を高めるためにはどん
なことが必要かということを三つぐらいのグループに分かれて 10分ほど懇談をしながら、
最後に報告をし合って終わったというところです。以上、報告を終わります。（拍手）
司会 大坪先生、どうもありがとうございました。以上で本日のスケジュールはすべて
終了となりますが、終了に際しまして、閉会のご挨拶を熊谷顕明治大学教育会副会長から
頂戴します。お願いします。
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熊谷 顕明治大学教育会副会長挨拶
熊谷 総会、高野先生のご講演、分科会と 2時から長時間になりまして、先生方、参加
者の皆さま方には大変お疲れかと思います。長時間ありがとうございま した。教育会の支
部も 4支部ということで倍増しました。分科会もいまの報告にありましたように大変充実
してまいりました。新しい役員も決まりました。事務局の先生方も決まりました。また教
育会はさらに発展していくものと思っています。
最後に本日ご出席、ご参加いただきました方々に明治大学教育会がますます発展するよ
うにご理解、ご支援を賜りたいと思います。それではこれをもちまして第 3回総会 ・研究
大会を閉じたいと思います。どうもありがとうございました。（拍手）
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